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第19回日本臨床救急医学会総会・学術集会 
市民公開講座　国際シンポジウム

シンポジウム テーマ
“Mass Gathering Medicine を支えるこれからの多職種連携” 
－東京オリンピック・パラリンピックを見すえながら－

開催概要

開催日時 平成28年5月14日(土) 
14：30～17：30

会　　場 ビッグパレットふくしま (多目的展示ホールB)

参 加 者 学会参加者及び関係機関、行政機関、福島県民 (他県からのご参加も歓迎) 
内外報道機関等

参 加 料 無料

参加登録

大会参加登録者、学会員、大会関係者等の方々で大会IDカードをお持ちの方は登録不
要。上記以外の方々は往復ハガキによる参加申し込みを事前に大会事務局宛てお送り頂
き、先着順300名様にご参加頂きます。 
市民公開講座のみにご参加の方は、当日市民公開講座受付デスクにて参加受付済み返信
はがきをご提示の上、プログラムと胸リボンを受け取って頂いた上でご入場下さい。

申し込みはがき送付先
〒960‒8575 
福島市新町4番22号 福島県医師会 内 
第19回日本臨床救急医学会総会・学術集会 事務局 

注：返信用はがき面には必ず返信先住所・氏名を 忘れずにお書き下さい。

プログラム

総合司会 石井　正三 (大会顧問・日本医師会常任理事)

開　会 (14:30)

開会挨拶 (14:30‒14:35) 
大会会長：高谷　雄三 先生 (福島県医師会　会長)

第1部　講　演

座長：石井　正三 先生 
　　　永田　高志 先生 
　　　(九州大学大学院医学研究院 先端医療・医学講座 災害・救急医学　助教）

Ⅰ (14:40‒15:20) 
Dr. George T Chiampas (米国ノースウェスタン大学、フェインバーグ医科学部、救急科　助教授) 
講演テーマ：未定

Ⅱ (15:20‒15:50) 

坂本　哲也 先生 (帝京大学医学部教授、臨床救急医学会代表理事) 

http://19jsem.com/index.html
http://19jsem.com/greeting.html
http://19jsem.com/outline.html
http://19jsem.com/abstract.html
http://19jsem.com/program.html
http://19jsem.com/conference.html
http://19jsem.com/course.html
http://19jsem.com/registration.html
http://19jsem.com/participants.html
http://19jsem.com/presenter.html
http://19jsem.com/child.html
http://19jsem.com/access.html
http://19jsem.com/contact.html
mailto:jsem19@fukushima.med.or.jp
http://www.kcb.or.jp/
http://19jsem.com/index.html


坂本　哲也 先生 (帝京大学医学部教授、臨床救急医学会代表理事) 
講演テーマ：日本のMass Gathering Medicineの現状

Ⅲ (15:50‒16:10) 
山本　太郎 先生 (長崎大学 熱帯医学研究所　教授) 
講演テーマ：国際交流と災害・感染症対応 －未来志向としての国際保健－

Ⅲ (16:10‒16:30) 
猪口　正孝 先生 (東京都医師会副会長、救急災害・東京地域医療ビジョン担当) 
講演テーマ：東京オリンピック・パラリンピックに向けた救急対策

　

休　憩 (16:30‒16:40)

　

第2部　国際シンポジウム

(16:40‒17:10) 
総合討論　フロアからの質問も取り上げ、終わりに座長による締め。

(17:10‒17:20) 
田勢 先生：市民公開講座全体の締めくくりのコメント及び挨拶

付記

1) 公開講座は日本語、英語、両語の発言とし、同時通訳を採用致します。
2) フロアからの質問は、質問箱を用意し、事前に質問表に記述された内容の質問のみを取り上げさせ
て頂きます。
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